
発達障害者を対象とする実際の旅行を通した

環境整備の取組みに関する実践的研究
航空機を利用したツアーによる合理的配慮の検証

本研究は障害が外から見えにくい発達障害者を対象とした航空機を利用する旅行に焦点をあて、適切な配
慮により障害があっても安心して旅行ができることを目的としたものである。発達障害当事者が環境に慣
れることと合わせ、事業者側が当事者の困難を把握して障害特性を踏まえた配慮を提供できるようにする
ために、二回の事前搭乗体験会を含む実際の旅行ツアーを通した実践的な検証を行った。本検証を通して、
発達障害のような障害があっても自信を持って主体的に旅行に参加できるという成功体験の獲得が可能で
あることが確認できた。併せて、発達障害者へのサポート方法に関する事業者の知見の蓄積と参加事業者
の接遇面や心理面における行動変容や意識変容の向上がみられた。これによりニューロダイバーシティの
ユニバーサルツーリズムの促進の可能性が示唆された。
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1. はじめに

1-1. 研究の背景

(1) 障害の社会モデルと合理的配慮の流れ

2016 年に障害者差別解消法が制定されて以降、日

本でも環境の整備は障害の社会モデルの観点から捉

える必要があることと共に、個人の障害に対応する

「合理的配慮の提供」という考え方が明確にされた。

さらに、オリパラ開催に向け、2017 年にユニバーサ

ルデザイン（以下、UD）2020 関係閣僚会議で決定さ

れた UD2020 行動計画の中では、心のバリアフリー

の促進などが盛り込まれる。2018 年のバリアフリー

法改正では、移動円滑化促進方針への高齢者・障害

者等の参加に関する規定と合わせ、ハードとソフト

の一体的な取組が明文化された。また、国土交通省

は、「接遇ガイドライン 1)」の作成や「公共交通機関

の利用支援に関する検討会 2)」の開催の他、2021 年

には公共交通機関の役務の提供に関する移動等円滑

化整備ガイドラインなどを作成するなど、施設の整

備だけでなく、接遇などソフト面との一体的な取組

の重要性が明確にされる。

(2) 発達障害者の空港や航空機利用に関わる課題

これまで筆者らは、アクセシビリティとインク

ルージョンについて、ニューロダイバーシティの観

点から日本や欧米の空港をはじめとする施設のユニ

バーサルデザインに関わる調査を行ってきた3)。これ

らの調査から、日本の空港は車椅子使用者や視覚障

害者などの外から見て分かりやすい障害者に対する

バリアフリー整備は一定程度進んでいるものの、英

国で行われている発達障害者など外から見えにくい

障害者に特化した取組などと比較すると課題がある

といえる註1）。また、こうした発達障害など外からは

見えにくい障害がある場合、一般の利用者は殆ど気

にならないであろう音や光、人混みという空港の環
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境や、搭乗までの様々な検査時の環境、搭乗後の機

内環境などの社会環境側の要因によって「不安やパ

ニックに陥る可能性」があり、空港や航空機の利用

を妨げる障壁になっていることが分かった4)。そうし

た障害特性に対応できるよう、音や光、人混みなど

感覚過敏などから不安になる人に対して、気持ちを

落ち着かせることを目的としたカームダウン・クー

ルダウン室の整備がいくつかの空港で始まっている

が、その設置の認知度は低く、その効果の検証など

も行われていない註2)。

また障害の特性上、「いつも支援が必要なわけで

はないが何かあった時には助けてもらえるという安

心感」も重要であることが分かっている。そこで筆

者らは、2022 年 3 月から英国の外から見えにくい

障害者（Hidden Disability）に向けた取組となる

ひまわりをアイコンとしたストラップの実証実験を

行っているが、参加空港は 5空港に留まっている。

さらに旅行の一行程として航空機の利用を捉えた

時、こうしたカームダウン・クールダウンスペース

の整備やひまわりストラップが、全てを解決するわ

けではない。

発達障害の中でも特に自閉スペクトラム症の障

害特性として、社会的交互作用（social inter-

action）、 コミュニケーション（communication）、

想像力（imagination ）の障害に基づいた心理的機

能の側面があると言われている 5)。

併せて感覚の敏感さや鈍感さなどの感覚の偏りや

その他の精神症状も合わせ持ちやすいこと等を原因

として、依然として発達障害があると航空機を利用

した旅行を諦めてしまうという現状がある。ハード

面の環境の整備と併せて、ソフト面での合理的配慮

の提供の充実を図ってきたが、実際の航空機を利用

した旅行全体から捉えた時に、ニューロダイバーシ

ティに対する合理的配慮は今後さらに重要な課題と

考える。

(3) 課題の背景にある問題点

障害特性から航空機を利用した旅行を諦めるとい

う背景には、①発達障害者が抱えている困りごとを

社会環境側の障壁として捉える「障害の社会モデル」

という考え方の理解が、施設管理者や旅行会社に及

んでいないこと、② UD に関わる整備が、空港や航

空機などの個々の整備であり、航空機を利用した旅

行というような一連の行程の中で捉えた整備で行わ

れていないこと、さらには③発達障害者に対する実

際の旅行を通したハード・ソフト面における環境整

備の取組の有用性に関する、具体的な問題点を明ら

かにする為の定性的な調査がなされていない、など

の問題が考えられる。

1-2. 既往の研究

(1) ユニバーサルツーリズム

観光立国推進基本計画では、UD の考え方に基づ

く観光の促進が示され（2007 年）、幅広い関係者の

協力のもと、高齢者や障害者が安心して参加できる

ユニバーサルツーリズム（以下、UT）を促進するた

めの検討と普及に向けた取組がすすめられる（2011

年）。2008 年には観光の UD ガイドラインが示され、

同年 10 月に観光庁が発足し、UT を「すべての人が

楽しめるよう創られた旅行であり、高齢や障がい等

の有無にかかわらず、誰もが気兼ねなく参加できる

旅行 6)」を目指すとしている。

ユニバーサルツーリズムの現状や課題に関して

は、秋山、大西（2013）らによって、成立過程の体

系化、事業者の意識と実態、さらに参与観察から課

題の明確化などが行われている 7)。また、高坂（2023）

は、観光庁のデータから、これまでの UT 施策の問

題点と対策を広く事例で示し、さらに UT 振興策な

どに着目している。世界的には UT を追求する動き

が強まっているものの、日本では 10 年を超す取り

組みにも関わらず UT の普及が遅々たる現状から、

新たな推進力の必要性を唱えている8)。いずれも特に

関連事業者の積極的な関与を促すための対策の重要

性を示している。

(2) 発達障害者、自閉症者のバス旅行と鉄道旅行

知的障害・発達障害者の旅行に関しては、松本ら

（2015）による知的・発達障害者が旅行する際に必

要な支援という観点から、① 旅行する際に必要な

支援に関わる予備調査と、② その調査を元に適切

だと思われる支援を取り入れた日帰りバス旅行と鉄

道を利用した 2 つの旅行の企画と実施に関わる実践

報告がある9)。バス旅行、鉄道旅行いずれにおいても、

調査に基づいた支援は有効ではあったものの、「物

理的な「バリアフリー」にとどまらない支援」、「一

人一人の思いに応え、その人にとって必要な支援」

の提供が必要であるとしている。

これらの対象は車椅子使用者や視覚・聴覚障害者

などが中心であり、発達障害者を対象とした取組は

少なく、企画されてもイベント的な取組が主となり、

持続的な取組には至っていないのが現状である。

(3) 自閉症者などを含む発達障害圏の航空機利用

発達障害者などの航空機の利用に関しては、市川

ら（2014）による発達障害圏の患者が航空機に乗る

ために必要なスキルを学ぶ為の模擬搭乗体験プログ
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ラムの開発の概要と、試験的に実施したプログラム

の結果と考察に関する報告がある 10)。そこでは、発

達障害という障害特性から、「発達障害者が不安に

なりそうな状況を予想して、その不安が軽減するよ

うにすることをプログラムの中核的な要素」と位置

づけ、①飛行機への搭乗、プログラム参加への動機

付けや概念化のための DVD を用いた学習（必要な手

続きとその意味の説明と「起こり得る出来事」の事

前の説明）と、②飛行機に搭乗することを模擬的に

体験するための幼児学童デイケア内に作成したモッ

クアップを用いた学習が、プログラムとして組まれ、

5 名を対象にプログラムが実施された。参加者すべ

てが「飛行機に乗る自信がついた」と回答し、「飛

行機で旅行することや飛行機自体への興味関心」の

増加と、実際に 1 ケースが無事に飛行機を利用する

ことができたなど、プログラムの有用性が示唆され

たとしている。これを機に、協同開発を行った大手

航空会社 2 社は、航空機を安心して利用できるよう

にする為のパンフレットの作成や搭乗手続きから降

機までの流れを体感できる出張型の疑似搭乗体験が

実施されている。

アメリカのサンフランシスコ空港やイギリスのガ

トウィック空港などでは、空港職員の障害に対する

アウェアネス（Awareness / 気づき）を目的として、

こうした搭乗体験が行われている。

1-3. 研究の目的

こうした既往の研究を背景に、本研究は障害が外

から見えにくい発達障害者を対象とした航空機を利

用する旅行に焦点をあて、空港や航空機だけでなく、

宿泊施設を含む旅行先などツアー全体を一連の行程

として、その中で抱える問題を社会環境側の障壁と

して捉える。

その上で、発達障害などがあっても安心して航空

機を利用した旅行ができるようにすることを目的と

する。一般的に苦手とされる音や光、人混みなどが

どの程度障壁となるのか、あるいは一般的な情報が

分かりにくい障害特性に対してどのような支援が必

要かなど、検証のためのツアーを企画し、一連の行

程を通して、適切な環境の整備と合理的配慮につい

て考える。

発達障害者などの外からは見えにくい障害者を包

摂した、合理的配慮を含むハード・ソフト面からの

社会的環境の整備について、障害特性を踏まえた配

慮を継続的に提供できるようにする方策を探るため

の実践的な検証である。

具体的には、(1) ツアー計画策定時から関連事業

者と共に障害当事者（今回は当事者の家族などのア

ドバイザー）が参加し、ツアーを行う際の当事者が

抱える困難さの把握と事業者が取るべき合理的配慮

の内容、当事者側が取るべき対応策の整理を行う。

(2) 事前搭乗体験会から実際のツアーの実施まで、

必要なポイントでアンケートやヒアリング、さらに

は参与監察などから今後の航空機を利用した旅行へ

汎用するための必要な取組の分析と評価を行う。

これにより、障害があっても自信を持って主体的

にツアーに参加できる成功体験を発達障害当事者が

獲得することと併せて、発達障害者へのサポート方

法に関する事業者の知見の蓄積のみならず、障害に

関する新たな気づきや積極的な障壁の解消への関与

の促進を目指し、ニューロダイバーシティの観光の

可能性を広げる。

2. 研究の概要

2-1. 共同実施事業者

本検証企画では、2019 年以降、筆者らが実施し

ている空港 UD 調査の対象空港の一つである山形空

港に了承を得て、研究メンバー居住地である羽田空

港発、山形空港着の旅程とした。さらに羽田空港

から山形便を運航している日本空港株式会社（以

下、Ｊ社）に協力を仰ぎ、Ｊ社関連事業者（Ｊ本社、

Jairline、JPAK）と空港UD視察のメンバーである(公

財 ) 交通エコロジー・モビリティ財団（以下、エコ

モ財団）、中央大学研究開発機構の 3 者を共同プロ

ジェクトメンバーとする。特に企画会議では、山形

空港株式会社と共に羽田空港株式会社などの空港事

業者にも呼びかけを行うなど、可能な限り企画段階

から関連する事業者の参加を図る（図 -1）。

また、企画段階からの障害当事者参加の必要性に

関する議論を行った結果、初めての試みであるとい

う理由から、今回は当事者の困難さの理解が深いと

考えられる、発達障害に関わる当事者の親でもある

コンサルタントや精神科医師などがアドバイザーと

して参加する註 3）（企画会議 1 回目で決定、ツアー実

施まで）。

↓↑

JAL グループ
ツアー実施前における事前説明会・体験会の実施、動画コンテンツの製作、

発達障がいに関する教育を事前に受けたスタッフが空港や機内で移動のサポート
（ジャルパック：ツアーの企画・主催）

エコモ財団・中央大学研究開発機構
障害の社会モデルと合理的配慮という視点から、

発達障がいのある子どもたちの不安に感じるポイントをもとに、
体験会のコンテンツおよびツアー行程の企画監修・支援

空港事業者
搭乗前・降機後の空港利用に関わる支援

図 -1　実施事業者関係図
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2-2. 検証企画の流れと本稿の構成

検証のためのツアー企画は以下の流れで行う。

(1) 企画会議と下見

本検証企画では、関係事業者全体で発達障害者の

ためのツアーにむけた企画会議を行う。また、開催

のために利用する会場や宿泊施設、ツアーで組む観

光地などについては事前に下見をして環境を把握す

る。さらに体験会やツアー後には関係事業者と共に

振り返りを行うことで解決案や課題を共有する。

(2) ツアーまでの手順

当事者らが環境に慣れることと併せて、事業者側

が当事者の困難さを把握することを目的として、ま

ず、　①訓練施設での事前搭乗体験会を行い、次に、

②実際の空港での事前搭乗体験会を行う。その上で、

③ツアーを行うという構成とする。ツアーへの参加

条件として、2 回の事前搭乗体験会への参加を必須

とする。

(3) アンケートとヒアリング

体験会を通したツアーが当事者やその家族、事業

者にとってどのような変化を及ぼしたかを知るため

に、〔1〕参加申込み時（搭乗体験会前）、〔2〕第一

回事前搭乗体験会後、〔3〕第二回事前搭乗体験会後

にアンケートを、〔4〕本ツアー後に当事者アンケー

トやヒアリングと専門家へのヒアリングを、さらに

〔4〕それぞれの企画後には事業者アンケートを行う。

J 社への相談や関係事業者への声掛けなどは 2022

年 12 月から行うが、本検証企画の対象期間は、

2022 年 5 月の企画会議からツアー後の当事者や関

係者へのアンケート、専門家へのヒアリングまでの

2023 年 1 月までとする。全体で企画会議 13 回、下

見 3 回、振り返り 6 回、専門家へのヒアリングは 3

名から行う。それぞれの時期については図 -2 に示

す通り。

なお、応募要項において、研究調査の為のアンケー

トやヒアリング、参与観察などを行う旨を表記し、

第一回搭乗体験時に同意書を交わす。

(4) 本稿の構成

当事者が抱える困難さの把握と事業者が取るべき

合理的配慮の内容、当事者側が取るべき対応策の整

理のために、本稿では 3 章において［企画実施の内

容と結果］として、企画会議で議論された内容や振

り返り内容などを含め、それぞれの実施を一つの

フェーズとして、〔1〕参加申込み時（搭乗体験会前）、

〔2〕第一回事前搭乗体験会、〔3〕第二回事前搭乗体

験会、〔4〕本ツアー、ごとに参加当事者のアンケー

トやヒアリング結果を示す。さらに 4 章で［事業者

に与える本検証の効果］を示し、それに基づいて 5

章においてフェーズごとの考察と事業者がとるべき

必要な合理的配慮のための全体的な考察を行い、6

章をまとめとする。

本稿では各検証期間を亀甲括弧（〔〕）、アンケー

ト項目をカクカッコ（［］）、アンケートやヒアリン

グの回答をカギカッコ（「」）で囲い表記する。また、

本稿では「航空機」として記載するが、当事者アン

ケートでは「飛行機」としている。

2-3. 募集対象者と募集方法、募集人数

募集対象者の年齢については、対象者に制限を設

けずに搭乗体験への参加者を募る。、参加条件とし

ては、障害を理解している家族などの同伴者を参加

の基本条件とするが、日常的に一人で行動している

当事者に対しては単独での参加も可とする。募集方

法は、J 社の広報と併せ、新宿区社会福祉協議会、

東京都発達障害者支援センターの他、新宿区、調布

市、川口市、北区などの自治体を通した障害者団体

など、発達障害の当事者団体や支援学級などに募る。

7/26［下見］
実機（伊丹空港）

7/29
羽田空港・ホテル

［下見］

9/16 ~ 9/18
山形市内・ホテル

［下見］
総括

本ツアー
10/11 ~ 10/139/4

第一回 事前搭乗体験会
（訓練施設）

9/22
第二回 事前搭乗体験会
（羽田空港 /実機）

2022/10 
~ 2023/01

参加申込み時（搭乗体験会前）
アンケート

第１回事前搭乗体験会
事後アンケート

第 2回事前搭乗体験会
事後アンケート

ツアー事後アンケート
ヒアリング

下
見

（
企
画
側
）

実
施

（
当
事
者
対
象
）

フェーズ〔1〕 フェーズ〔2〕 フェーズ〔3〕 フェーズ〔4〕3章

4章 事業者に与える本検証の効果

企画実施の内容と結果

企画会議企画会議
5/12, 6/7, 6/21, 7/8 8/9, 8/10, 8/16, 8/19, 8/23, 9/6, 9/9 9/27, 10/3

図 -2　ツアーの流れ
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募集人数は事前搭乗体験会を 20 名とし、ツアーは、

初めての企画ということもあり 5名と限定する。

3. 企画実施の内容と参加当事者のアンケート

結果

〔1〕 参加当事者の特性とそのための配慮の把握

〔1-1〕 事前情報の提供、選択肢の提示

前述の通り、自閉スペクトラム症などの発達障害

の特性として、社会的交互作用、 コミュニケーショ

ン、想像力の障害に基づいた心理的機能の側面があ

ると言われ、また感覚の敏感さや鈍感さなどの感覚

の偏りや、様々な精神症状も併せ持ちやすいとされ

ていること、障害特性から予測ができないことが不

安に繋がることがある。こうした障害特性を踏まえ、

ここでは、搭乗体験会や本ツアーなどの企画を進め

て行くにあたり、事前情報の提供と様々な障害特性

に対応するために選択肢を増やすことを企画会議で

共通認識とした。

〔1-2〕  具体的な配慮のためのアンケート

ただし、こうしたことに関しては事業者側として

認識の共有はするものの、必要な事前情報と配慮し

うる選択肢など、その具体的な内容は依然明らかに

なっていないとして、全体を通してそれら詳細を明

らかにするとした。

そのため最初に、参加申込み者には、①当事者の

障害特性や対応方法、と合わせて、②宿泊を伴う公

共交通機関を利用する旅行形態や移動手段、③旅行

を行う際の様々な段階での不安や負担感、④旅行や

観光の魅力や目的、⑤事前情報の重要性や必要な情

報の内容、⑥旅行日程や予算、⑦他、などをアンケー

トから明らかにする（表 -1）。

〔1-3〕  応募者属性と応募者の障害特性

第一回事前搭乗体験会は当事者 20 名の枠に対し

て、当日参加した応募者は当事者 16 名（家族含め

39 名）となる。内訳は 10 歳未満が 4名、10 歳〜 20

歳未満が6名、20歳以上が6名、男性13名、女性3名、

これまで航空機への搭乗経験が一度もない、もしく

は１回程度しかないという割合が 6割となる。

表 -1　参加申込み時：発達障害があるお子様とそのご家族の旅行やレジャーに関するアンケート内容（概要）

 【1-1】発達障害のある方の特性について
　（1）障害特性、（2）必要なご対応方法
 【1-2】発達障害のある方の以下の状態について、普段のよ
うすについて（保護者への質問）

 （1-1） 家庭内での言葉の指示の理解度、(1-2) 　集団場面
での言葉の指示の理解度、（2-1） 視覚的な情報の必要性、
（2-2）予定（スケジュール）を伝える方法、
 （3-1）助けを求める方法の有無、（4） 困ったときやイライ
ラした時のサイン、（5） 場面での言動や理解力の差の有
無とその具体的な方法、（6） 多動や落ち着きの傾向、（7）
活動の切り替え、終わりのスムーズ度とその具体的な対
応、（8）多動の状況やその危険度とその具体的な対応、（9）
交通ルールの理解度ととその具体的な対応、（11）トイレ
に行きたいという意思表示の有無とその具体的な対応、
（12）感覚過敏の有無とその具体的な対応、（13）パニッ
クの有無とその状況ときっかけ、具体的な対応

　【2】宿泊を伴う公共交通機関を利用した旅行の方法や回
数など

　1. 発達障害がある方が宿泊を伴う公共交通機関を利用し
た旅行の有無、2. 同行者、3. 時期、4. 頻度、5. 旅行形態、
6. 主な移動手段

 【3】 宿泊を伴う公共交通機関を利用した旅行を行う際の
不安や負担感

 1. 旅行の不安や負担感（５段階評価）,その理由と回避の
方法

　【4】旅行や観光の魅力、目的などについて
　1. 旅行や観光の魅力を感じる点、旅行先の情報の入手方
法

　【5】旅行するための事前情報の重要性と具体的な内容
　【6】旅行内容
　1. 旅行の日程、2. 旅行総額の予算、3. 宿泊費の予算
　【7】その他、ご意見

※ここでいう「旅行」とは、「宿泊を伴う公共交通機関を利用した旅行」と定義する

0 1 2 3 4 5 6

16件の回答

1(6.3%)
6(37.5%)

4(25.0%)
3(18.8%)

2(12.5%)
3(18.8%)

4(25.0%)
5(31.3%)

2(12.5%)
2(12.5%)

4(25.0%)
3(18.8%)

2(12.5%)
2(12.5%)

4(25.0%)
2(12.5%)

1(6.3%)

(n=16)
6(37.5%)

① 知らない人とのやりとりが苦手。
② 要求や拒否をうまく表現できないことがある
③ 新しい場面は苦手
④ 駅や社内、飛行機内のアナウンスが聞き取れない、理解できないことがある
⑤ 注意集中が難しい
⑥ じっと座っているのは辛いことが多い
⑦ 思いついたら、行動に移してしまうことがる
⑧ 自分の興味関心事を一方的に話してしまうことがある．
⑨ 予定が変更されるのは苦痛だ
⑩ 閉鎖された場所（車内や機内）に長くいるのは不安だ
⑪ 気圧の変化や加速度、揺れなどが苦痛に感じることがある
⑫ 食べられるものが限られている
⑬ 食べ物などの匂いを不快に感じることが多い
⑭ トイレが近くにないと不安だ
⑮ 不安になりやい
⑯ イライラしやすい
他

3(18.8%)

① 知らない人とのやりとりが苦手。
② 要求や拒否をうまく表現できないことがある
③ 新しい場面は苦手
④ 駅や社内、飛行機内のアナウンスが聞き取れない、理解できないことがある
⑤ 注意集中が難しい
⑥ じっと座っているのは辛いことが多い
⑦ 思いついたら、行動に移してしまうことがる
⑧ 自分の興味関心事を一方的に話してしまうことがある．
⑨ 予定が変更されるのは苦痛だ
⑩ 閉鎖された場所（車内や機内）に長くいるのは不安だ
⑪ 気圧の変化や加速度、揺れなどが苦痛に感じることがある
⑫ 食べられるものが限られている
⑬ 食べ物などの匂いを不快に感じることが多い
⑭ トイレが近くにないと不安だ
⑮ 不安になりやい
⑯ イライラしやすい
他

図 -3　参加当事者の障害特性
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障害特性に関わる回答については、集団場面での

指示について 5 割が仮定の指示（もし、雨がふった

ら、予定を変えます）が理解でき、3 割が 2 段階の

指示（手を洗ってから、おやつです）が理解できる、

また視覚的な情報の必要性については、約 6 割が絵

カードやジェスチャーがあったほうが分かりやす

い、3 割が文字による指示があった方が伝わりやす

いとし、普段から多動の傾向があるというものが約

4 割、慣れない場面では約 3 割、状況によっては活

動の切り替えが難しいが約 7 割、パニックのように

なることががあるというものが約 6 割、約 9 割が音

に過敏であるというような障害特性となる（図 -3）。

〔1-4〕  旅行に関わるアンケート結果

宿泊を伴う公共交通機関を利用した旅行を行う際

の不安や負担感に関わる 5 段階評価における質問で

は、航空機（飛行機）を利用する旅行が最も高いこ

とが分かる（図 -4）。新幹線や特急列車などの鉄道

利用が約 3 割程度であるのに対して、航空機の利用

は約 7割が不安 /負担であるという回答となる。

その理由について、「電車やバスなら、何かあっ

たときに降りることができるが、飛行機は自分の都

合で降りられないこと、乗る行程や待ち時間が多く、

移動の選択肢に入ることはなかった」となる。さら

に、航空機に乗るということだけでなく、「広い空

港において迷うことの不安」、「空港のアナウンスの

聞き逃しがよくあるため、飛行機に乗ることよりも、

乗る前のほうが緊張」というように、空港を利用す

ることの不安もあることが分かる。他にも「漠然と

した不安」などもあり、不安の原因を明らかにする

ことも一つの課題になる。

観光や旅行に対する魅力や目的については、鉄道

やバスなどの乗り物が 9 割弱、海やビーチ、山や高

原、森などが約５割となっている（図 -5）。

5

4

3

2

1

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮

（評価） (n=16)

質問項目

航空機の利用

質
問
項
目
内
容

① 旅行に行くと決めるまで / ② 旅行の全体的
な計画を立てること / ③ 新幹線や飛行機など
の指定席の予約 / ④ 宿泊施設の予約 / 
⑤ 飛行機の利用 / ⑥ 新幹線や列車などの利
用 / ⑦ 宿泊施設の利用 / ⑧ 現地の交通機関
（在来線やバス）の利用 / ⑨ 遊園地やテーマ
パーク、体験施設などでの観光 / ⑩ 飲食店の
利用 / ⑪ お土産屋などの買物 / ⑫ トイレ全
般 / ⑬ 旅行先での他者との人の対応 / 
⑭ 合理的配慮の求めるための事業者などへの
説明 / ⑮ 新しい環境に慣れにくいという状況

図 -4　旅行全般のの不安や負担感の大きさ

① 気候・風土
② 山、高原、森など
③ 海やビーチ
④ 歴史や伝統的な文化
⑤ 地元の料理
⑥ 地元の人々との交流
⑦ 買物・お土産
⑧ イベント・行事
⑨ 鉄道やバスなどの交通機関
⑩ ビルや城、タワー、橋などの建造物
⑪ 写真、動画をとったり、絵を描くことなど
⑫ スポーツ
⑬ 動物園、植物園、博物館など
⑭ 御朱印帳、鉄印帳、切符、スタンプラリーなどの記録
他︓音楽イベント

１．旅行および観光についてお子様が魅力を感じる点を教えてください

(n=16)

図 -5　旅行および観光について魅力を感じる点

〔2〕第一回事前搭乗体験会

〔2-1〕第一回事前搭乗体験会の参加者

第一回事前搭乗体験会は、16 名（家族含め 39 名）

がグループごとに分かれて、①座学学習（お仕事教

室）と②体験学習に参加する。

〔2-2〕第一回事前搭乗体験会のプログラム構成

今回の事前搭乗体験会の内容は、前述の 2014 年

に精神科の医師らによって作成されたた模擬体験プ

ログラムを参考にするが、この模擬体験プログラム

が実施されたのが DVD や病院内のモックアップでの

実施であったのに対して、本企画では、より現実に

近い羽田空港横のＪ社訓練施設を使用する。同日に、
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パイロットやキャビンアテンダント、保安検査職員

などの実際の職員による①座学学習（お仕事教室）

と②体験学習の２つの学習方法で実施する（表 -2）。

訓練施設という場所の特性上、当日使用する会場

が上下階に分かれてしまうことで参加者が混乱して

しまうのではないかという課題が会場下見時にあ

がったが、企画側のしっかりとしたフォローにより

クリアできるとした。最終的な会場の確認、パニッ

クになってしまう、もしくはパニックを未然に防ぎ

たいという当事者のための簡易的な静かになれる場

所の設置、当事者のグループ分けなどはアドバイ

ザーが行う。

事前資料として、視覚的に分かりやすいように写

真を使った会場までの地図と会場内の地図、当日の

スケジュールなどが準備された。

障害特性によっては、手荷物を預けるという行為

が、「荷物が取られてしまったと不安になる場合が

ある」ということ、また失敗したということが負の

経験となり不安になる場合があるという。こうした

ことから、シーンごとに、実際に業務についている

検査員やグランドスタッフらにより、「何故それを

行うのか」が伝えられ、利用方法の見本を示し、そ

れを参考に実際に当事者が一人ひとり通ってみると

いう実演デモの方法がとられた（図 -6）。

こうした方法をとることにより、荷物を預けても

必ず戻ってくるということや、万が一上手くできな

くても、もう一度やり直せば問題ないということを

学べるようにした。

〔2-3〕第一回事前搭乗体験会の事後評価

第一回事前搭乗体験会のアンケートの内容は表 -3

の通り（5段階評価）。

a) 空港での手続きから搭乗までの流れ

［空港での手続きから搭乗の流れを学ぶ］に関す

る質問では、9 割が「分かりやすかった」と回答し

ている。その理由として「実際の訓練施設を使用し

て、その場に立ったことで理解できたことは良かっ

た」、「実際の搭乗の流れを体験でき良かった」、「検

査場のゲートなど機器を使うところを見て、何をす

べきかという説明は子どもたちにとって有難いと

思った」などとなる。

他、体験型の学習について、8 割以上が分かりや

すかったという回答であった。

b) 座学学習の理解

座学学習では、「理解するのが難しい子どもにとっ

ては少し長く、資料も難しかった」という意見があっ

た。「理解が難しい子どもには量の少ないスライド

か、短い動画などの方が見やすいと思う」、「文字が

音がなったら検査を受ける

荷物を預ける

ポケットから取り出す

ポケットのスマホはいけません

飲み物は一口飲む

保安検査エリアに入る

チケットを見せる

荷物を預ける

スマホも預ける

「どうぞお通りください」

通ります

飲み物を一口飲む

荷物を受け取る

お母さんを待つ

できました！

保安検査場の人の実演 やってみました

図 -6 保安検査体験

表 -3　第一回搭乗体験会事後アンケート内容（概要）
（5段階評価）

　① 参加により移動手段として飛行機を利用したいと
感じたか（理由（要望））、

　② 参加により「発達障害があっても旅行に積極的に
参加できそう」 と感じたか（理由（要望））、

　③〜⑦ 各座学学習、体験学習の理解度（分かりやす
さ /（理由（要望））、

　⑧ イベントを他の人へ勧めたいか、
　⑨ 参加を望むイベント、
　⑩ 他

表 -2　第一回事前体験会の概略

学習
項目

目的と実施内容

 ①
座学
学習

○テキストと絵を用いて、飛行機に乗ることやプ
ログラムに参加するための動機付けや概念化を目
的とした社会的ルールの学習（ソーシャルストー
リーズ TM）．

✓空港コンシェルジュ、空港会社職員による空港
を利用する際の学習

✓パイロット、キャビンアテンダント、飛行機整
備士などによる飛行機の仕組みなどに関わる学習

 ② 
体験
学習

○空港についてから搭乗するまの間で、普段利用
することのない検査の流れや機内での過ごし方を
学ぶことを目的とする．

✓ (a) チェックインカウンター、(b) セキュリ
ティーゲート（保安検査場）、(c) 搭乗カウンター、
(d) 機内体験：(a) 〜 (c)：搭乗するまでの過程
の学習、(d)：機内の過ごし方の学習 /訓練施設
内のセットを用いて体験形式で行う．

✓実際に業務についている検査員やグランドス
タッフらによる実演デモで、シーンごとに「何故
それを行うのか」という理由を伝え、利用方法の
見本を示し、それを参考に、実際に当事者が一人
ひとり体験するという方法を取る

第 68 回土木計画学研究発表会・講演集

 7



多く理解が難しかった」、「着席の時間が長かった」、

「静画やイラストだと理解が難しい」など、障害特

性によっては、座った状態で話しを聞くという状況

やスライドの内容によっては理解が難しいという場

合もみられた。

c）会場の環境

また、訓練施設は通常は職員訓練のために使用さ

れる会場であったため、広い会場であるのと高い天

井であることなどから、話している人の声が、他の

人の声や音と混じってしまい聞こえづらなど、音環

境の整理が不十分な会場となっていた。対象者には、

音の感覚過敏という障害特性がある人も多く参加す

ることを考えると、事前に施設の下見をした際、も

しくは当日の動きの確認をした際に、多くの人が集

まり、同じエリアで複数の学習場面があることを想

定して会場の準備をすべきであるといった課題が

残った。

「一つ会場で複数のグループが活動するような状

況となる場合、講師の立ち位置をパーテーションと

は反対側の壁にするなど、音が混ざらないような構

成や、文字通訳やスライド資料の一部配布などの情

報保証がほしい」というように、音感覚過敏がある

人に対する配慮は重要になることが分かった。

d) 会場の雰囲気

「事業者側が心がけてゆっくりと話していたこと

でしっかりと伝わった」、「クイズ形式だったので一

緒に参加しているという雰囲気であった」、「乗務員

がずっと笑顔で優しく対応していたので子どもたち

も落ち着いていられた」、「シートベルトの着脱や

シートの倒し方など時間をしっかりとって教えても

らえてよかった」、「楽しみながら経験できたので良

かった」など、障害特性に合わせた雰囲気作りはこ

うした障害特性がある参加者にとって有効であるこ

とが分かる。

e) 情報の提示方法とスライド学習の方法

前述の通り、「静画やイラストだと理解が難しい」

という感想があった。また、音感覚過敏から色々な

音がある中、必要な話者の声を聞き取るのが難しい、

もしくは、イヤーマフを付けて参加することなどが

あることから、音環境の整備と併せてスライド資料

を準備して手元で確認できるようにすることも大切

になる。さらにスライドを用いた説明を行う際には、

話者が離れたところから「あれは」「それは」とい

う説明をするのではなく、スライド前に立ち「この

○○は」というような一体となる説明が重要という

アドバイザーからのアドバイスがあった。実際、午

後の座学学習でその方法を取り入れて以降、集中し

て参加する参加者の姿が見られた。

f）体験会全体を通して

体験学習全体を通した質問［参加したことによっ

て航空機を利用したいと感じたか］に対して、全て

の参加者が「利用したい」という回答を得た。［今

① 時計台１集合
とけいだい 1しゅうごう

② ツアー説明
つあー せつめい

③ JAＬ スペシャルアシスタンス
カウンター見学

じゃる すぺしゃる あしすたんす かうんたー けんがく ④ 保安検査体験
ほあん けんさ たいけん

⑥実機体験
じっき たいけん

⑤ 搭乗ゲート体験
　　（ゲート23）

とうじょう げーと たいけん

※カームダウン・クールダウン
　スペース見学

集合時間：19:00~19:30
しゅうごう じかん

20:20~20:30

21:00~21:20

解散時間：21：30 
かいさん じかん

①時計台１
2

④ 保安検査体験

③ JAＬカウンター
⑤ 搭乗ゲート体験
　　（ゲート23）

20:10~20:20
20:45~21:00

19:30～20:00

・スケジュール紹介
・参加メンバーのご紹介
・ツアー内容のご紹介
・フリータイムのご提案
・研究参加のお願い　等

羽田空港第１ターミナル 2階 （出発ロビー）
はねだ くうこう だいいち たーみなる 2かい （しゅっぱつ ろびー）

当日連絡先
・日本航空 CX企画推進部 村上華奈 

070-3030-5297
・日本航空 CX企画推進部 藤田凌輔 

070-4242-8029

資料1：実機体験会（9月22日）のスケジュール

移動
約1
0分

移動約15分

担当者：○○○○
×××-××××-×××

１かい とうちゃくぐち

1階到着口

図 -7　第二回事前搭乗体験会の流れ（事前資料）

第 68 回土木計画学研究発表会・講演集

 8



回体験会に参加したことで、障害があっても旅行に

積極的に参加できると感じたか］という質問に対し

ても 6 割以上が「積極的にできると感じた」という

回答であった。さらに、［今回のイベントを他の人

に勧めたいか］という質問に対しては９割が「勧め

たい」という回答であった。このように第一回事前

搭乗体験会は、プログラムの全体構成として評価で

きるものであったことが分かる。

「実際に見て、何をすべきかわかりやすい機会は

子どもたちにとって有難いなと思った」というよう

に、そこで何をすべきかということを事前の訓練で

学習することは有効であり、「細かい手順を理解す

るのは難しかったと思うが、親の補助があれば問題

ないレベルにはこなせそうと本人も自信がついた、

不安はなかったと思う」というように、「流れを知

ること」＝「自信に繋がる」ということが明らかに

なった。

g）開催日の配慮

企画者側のスケジュール状況から事前搭乗体験会

の開催が日曜日となったが、「普段とは違う場所に

行くということで興奮する場合があるので、次の日

が休みの日であると参加しやすい」という声も聞か

れた。障害特性上、開催日の配慮も必要となること

が分かった。

〔3〕第二回事前搭乗体験会

〔3-1〕第二回事前搭乗体験会の参加者

第一回事前搭乗体験会は、11 名（家族含め 27 名）

が羽田空港第一ターミナルの実機体験会に参加す

る。

〔3-2〕第二回事前搭乗体験会のプログラム構成

a) 体験会の流れ

第一回事前搭乗体験会で行った学習を実際の空港

で行うことで、復習と併せより現実的な体験となる

ように目指すことを目的として、第二回事前搭乗体

験会を実際の空港を利用して実施する。

当日は、実際に空港に来てから飛行機に搭乗する

までの行程となる、(a) スペシャルアシスタンスカ

ウンター、(b)保安検査場、(c)空港/搭乗エリア、(d)

実機搭乗、(e) カームダウン・クールダウンスペース、

(f) 手荷物受取所の主に 6 項目の体験を、当日配布

された仮チケットを用いて、空港に到着してから飛

行機の座席に着くまでの地図で自分がどこにいるか

確認しながら行われる（図 -7）。

b) 遅い時間帯の開催に関して

フライトの運行上、実機の中に入れる時間が最後

のフライトが終わった 20 時半ごろからとなり、見

図 -9　視覚支援図 -8 空港に着いてから飛
行機の座席に着くまでの

流れの地図

表 -4 ： 第二回事前搭乗体験会内容

時間 内容

19:30 プログラムの流れを説明

19:35 ツアー概要説明

19:45 ツアー説明

19:55 同意書関連説明

20:05 SpecialAssistantCounter 見学

20:20 保安検査場通過

20:30 搭乗ゲートへ移動

20:45 実機体験
（搭乗口）・機内での流れをまとめた紙を配布（座

席番号つき）
（機内）座席を探す・シートベルト装着体験・テー

ブルを使う、座席を倒す

21:15 カームダウンスペース見学

21:30 手荷物受け取り場を見学

図 -10 保安検査場前風景 図 -11 制限エリア内風景

図 -12  搭乗エリア風景 図 -13  実機入口風景

図 -14  実機内部風景 図 -15  実機座席風景

1.きないに
はいる

2.しーとべると
を

しめる

4.りりく
する

3.どあ
が

しまる

5.といれ
に

いけるよ

6.しーとべると
を

しめる

8.しーとべると
を

はずしてね

9.どあ
が

あくよ

10.ひこうき
から
おりる

7.ちゃくりく
する

きゃくしつじょうむいん からの おねがい

ひこうきに のっている あいだは
しーとべるとを しめたままで いてね

きないに はいったら
きゃくしつじょうむいんが

みんなを まっているよ

ざせきに ついたら
すわって シートベルトを

しめよう

ざせきの うえに
でんき と かぜ が でてくる

あなが あるよ

ぱいろっとは いちばん
まえに のっているよ

きないに はいったら
じぶんの せきを さがしてね

いりぐち から
きないに はいろう

ざせきに すわった ときに
みんなから みえる けしきだよ

こわくなったら もうふを かぶろう！
きゃくしつじょうむいんに おしえてね

トイレは おおきな
おとが するよ

の なかにある しゃしんを クリック してみよう！
どうがが ながれるよ。

図 -16 飛行機に搭乗して
から離陸、降機までの流

れの地図

図 -17　機内の音の地図
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学が終了するのが 21 時過ぎとなってしまうことか

ら、発達障害がある当事者を対象とした企画にふさ

わしいかという議論を企画会議において繰り返し行

う。議論の結果、時間的問題はあるものの、実際に

乗る航空機を見てもらうことが、「障害当事者の航

空機利用への理解に最も繋がると考える」という理

由から遅い時間での実機体験会は実施することとす

る（表 -4）。その旨、事前に参加者には説明を行い、

そうした時間帯でも参加できるという 11 組（家族

含め 25 名）が参加する。

c) 視覚的構造化

第 1 回目と同じように、参加することの不安を解

消するため、視覚的に分かりやすいよう、写真を使っ

た当日のスケジュール資料を事前資料として準備し

た（図 -8）。さらに、空港内の地図や航空機が空港

から飛び立って目的地に到着するまでの簡単な地

図、機内の音の地図などが準備され、航空機に搭乗

する前に学習できるようにし、当日も自身で自分が

どこにいるか確認しながら移動するという形態が取

れる。

「視覚的構造化」を図るため、「この場所で何を行

うのか」を大きい文字と写真で記したスケッチブッ

クが準備された。今回の参加者も視覚的な情報が優

位であるという障害特性がある参加者が多かったよ

うに、これらは発達障害がある参加者には、知らな

いことを行う、知らない場所へ行くことに対する不

安を解消する重要な要素となる（図 -9）。開催時刻

が遅い時間帯であったこともあり、空港内はそれほ

ど混雑していない環境であった（図 -10,11,12）。

機内に入ってからは準備された仮チケットを用い

て、自身の座席を探して座るという、実際の搭乗

と同じ体験をした（図 -13,14,15）。併せて機内の

地図や音の地図などを事前資料として準備するこ

とで、飛行機に乗る前に学習できるようにした（図

-16,17）。

〔3-2-1〕第二回事前搭乗体験会の各箇所の事後評価

(a) スペシャルアシスタントカウンター体験

スペシャルアシスタンスカウンターでは荷物を預

ける体験を行う。［実際の旅行の際にスペシャルア

シスタントカウンターを利用したいか］という質問

に対して、約 9 割から「利用したい」という回答を

得る（図 -18）。その理由として、「ここで伝えたこ

とが、客室乗務員のにも伝わり、考慮されると聞い

て安心した」、「子供が気に入っていた。親としても

子供を長時間待たせて泣かれたりする心配がなくな

り心強い」というように、不安解消に繋がるという

意見がある。一方、スペシャルアシスタンスカウン

(n=9)

1 2 3 4 5

2

0

4

6 (人） →　スペシャルアシスタントカウンターを利用できると感じた

(評価）

図 -18　スペシャルアシスタントカウンターに関する回答

(n=9)

1 2 3 4 5

2

0

4

6

8 (人）

(評価）

→　保安検査を利用できると感じた

図 -19　保安検査に関する回答

1 2 3 4 5

2

0

4

6

8 (人）

(評価）

→　飛行機を安心して利用できると感じた

図 -20　実機体験に関する回答

ターがない地方空港との連携についても参加者から

意見があがる。

(b) 保安検査場（セキュリティゲート）体験

さらに最も不安が大きいとされる保安検査では、

第一回事前搭乗体験会で実施したように、「荷物を

預ける」、「ゲートを通る」、「荷物を受け取る」、場

合によっては「ペットボトルの飲み物を一口飲む」、

「同行者を待つ」ということを実際の保安検査場で

体験する。第一回目の訓練施設における全ての参加

者がスムースにできたものの、第二回目の実際の空

港での保安検査体験では、1 名がゲートを通る際に

家族と離れることに、また別の 1 名が列に待つとい

う状態が負担になり泣き出すという場面がみられた

が、他の参加者は練習した通り、スムースに進むこ

とができた。

事後アンケートでは、約８割が「実際の飛行機の

利用時には、きちんと利用できると感じた」と回答

する。ハードルが高いと思われる保安検査場であっ

ても事前の体験学習で、予想ができ、安心した利用

に繋がることが示された（図 -19）。

(c) 空港 /搭乗エリア体験

比較的空いている環境ということもあったせい

か、ゲートまでの移動や搭乗エリア、手荷物受取所

エリアでは大きな混乱もなく体験できる。

降機から手荷物受取所へ移動する際に 1 名が興奮
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からか走り出してしまうという状況もみられたが、

他参加者はスムースに終了を迎えることができた。

(d) 実機搭乗（機内）体験

航空機への搭乗体験時には多動の傾向がある 1 名

が、実機入口付近で機長がいる方に行ってみたり、

非常用出口のレバーに触ろうとするなど想定外の行

動もある。当事者には、そうした行為は危険であり

実際に搭乗する際には行ってはならないことを伝

え、客室乗務員もそういう行為が行われる可能性が

あることを改めて確認する。

事後アンケートでは、約 9 割が「実機を体験する

ことによって飛行機を安心して利用できると感じ

た」と回答する（図 -20）。

「経験を積むことで、飛行機に乗るときはこうい

うことをするんだ、とわかってくれると思う」「改

めて説明をきくと大人も再確認できた」、「口頭でい

くら説明しても難しいので実際の場所で実機体験が

でき本当に良かった」というように、実際の体験は、

航空機への搭乗に関するイメージ形成に繋がること

が示される。

一方で、「離着陸の揺れや耳抜きできないことが

イメージできなかったと」という課題もみえた。

(e) カームダウン・クールダウンスペース体験

多くの旅客がいる広い空港でパニックになること

も想定して設置されたカームダウンクールダウン室

を紹介するも、必要とする家族は今回の参加者には

いなかった。

事後アンケートでは、カームダウン・クールダウ

ンスペースの設置について、約 4 割が「安心に繋が

る」、約 4割が「どちらでもない」という回答となる。

安心に繋がるという理由として、「パニックを起こ

した時に周りの目を避ける事にも利用できそうで良

いと思う」という意見があった。どちらでもないと

いう理由には、「散歩している方が気が紛れて落ち

着く傾向がある」、「逆に暗いところや狭いところが

苦手な人もいるので個人によると思う」などの意見

があった。「パニックになったら移動が難しいかも

しれない」としながらも「そういったスペースがあ

るというのが親の精神的な余裕につながると思う」、

「発達児のこの懸念にアクションを起こしたことが

大きな評価と思う。健常な人には大したことではな

いが、彼らにとってこの場所があるかないかで航空

会社を選ぶ決め手になる人はいる」、「あるという安

心感は飛行機に乗るきっかけになると思う」などの

意見がある。

施設として周知されていないことの他、設置に関

する課題もあることが今回の体験会から明らかに

なった。

〔3-2-2〕第二回事前搭乗体験会の全体の事後評価

事後アンケートの、［第二回事前搭乗体験会に参

加したことによって航空機を利用したいと感じた

か］と言う質問に対して、全ての参加者が「利用し

たい」とし、［参加したことで障害があっても旅行

に積極的に参加できると感じたか］という質問に対

しては、9 割以上が「積極的にできると感じた」と

いう回答となる。さらに、［今回のイベントを他の

人に勧めたいか］という質問に対しては全ての回答

者が「勧めたい」という回答であった。想定外の行

動も見られたが、第一回目と同様に第二回目におい

てもプログラムの全体構成として評価できるもので

あったことが分かる。

特に二回目の体験会は、一回目の体験会後のアン

ケートと比較すると、航空機の利用に関しても、ま

た旅行への積極的な参加に関しても高い評価の割合
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図 -21　「事前搭乗体験会に
参加して飛行機を利用した
いと感じましたか」変化

図 -22　「「障害があっても旅
行に積極的に参加できそう」

と感じましたか」変化

表 -5　ツアー行程の概略

月日 内容

 1 日目
10/11

15:00 ～ 17:00：JAL 会議室：
 シートベルト装着練習、JALcity 羽田 東京宿泊

 2 日目
10/12

6:00：ホテルから空港へ　　　　　　　　　
7:15：山形（JAL175）へ出発　
9:00：空港にて搭乗してきた飛行機のお見送り、
10:00：大型バスにてリンゴ狩りへ　　　　　　　
11:00：大型バスにて道の駅天童温泉（昼食）へ
13:30：大型バスにて市内へ移動（市内案内）
14:30：ホテル到着・自由行動

 3 日目
10/13

　フリータイム：（A～ C斑）に分かれて観光

A斑（2組）：ラスク工場、道の駅の観光 → 霞
城セントラルタワーで昼食 → 霞城公園

B斑（1組）：山寺の観光 → 山寺駅近くにて昼
食 → 霞城公園

C斑（1組）：山形市内の観光（文翔館等） → 天
童将棋駒 → 霞城公園 等

16:45：山形駅から空港行きバスで山形空港へ
17:30：山形空港到着（各自夜ご飯等）
19:10：羽田空港（JAL178 便）へ出発
20:15：羽田空港到着、解散
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が上がる（図 -21,22）。さらに、こうした体験は「動

いている飛行機に乗りたいとステップアップに繋

がった」というように、航空機を利用することの動

機付けにもなることが分かる。

「本人にとっては体験できることで安心感が得ら

れる。同行者にとっても利用の際に周囲へ迷惑をか

ける程度やシーンがイメージでき、結果によっては

利用への心理的ハードルが下げられる」というよう

に、全体を通してこうした体験会は利用のイメージ

に繋がり、安心にもより繋がることが分かる。

〔4〕本ツアー

〔4-1〕ツアーのプログラム構成

ツアーは、羽田空港からの山形空港への往路便が、

7時 15 分発と早いことから、羽田空港に近い場所に

前泊（一泊目）をする行程とする。そのため、1 日

目は羽田空港で顔合わせを行い、自己紹介とツアー

内容の確認、フリータイムの過ごし方の確認などを

行うところから始まる。2 日目となる翌朝は、ホテ

ルロビーで集合してシャトルバスを利用して羽田空

港へ向かう。それでも起床が早いということもあ

り、山形空港に到着して直ぐに空港から出るのでは

なく、空港で一定時間、過ごす余裕を持った行程と

する。山形空港では、今回のツアーのために到着出

口でた一般エリアに気持ちを落ち着かせられる部屋

を特別に準備する。これにより、早朝の出発の疲れ

や、機内での揺れなどで興奮していた当事者たちも

落ち着くことができた。その部屋でしばらく休んだ

後、空港屋上へ移動して搭乗してきた飛行機を見送

る時間を設けるなど、体と気持ちを休ませてから移

動とする。果物狩り、道の駅での昼食をした後、ホ

テルへ移動し、以降 3 日目も含め自由行動として空

港集合という行程とする（表 -5）

なお、山形空港は昭和 59 年に竣工された空港と

いうこともあり、エレベーターが後から増築される

など、小規模な空港ではあるが分かりにくい面もあ

るとして、空港ターミナルビル担当者から山形空港

内の地図が事前に準備され、これらを参考に空港を

利用する（図 -23）。

本ツアーの参加者は 4 名（ⅰ〜ⅳ）で、障害特性

は表 -6 に示す通りで様々である。また、これまで

旅行には行ってはいたものの、3 名（ⅱ〜ⅳ）は航

空機を利用した旅行は始めての参加者となる。

〔4-2-1〕事前搭乗体験会を通したツアー後の各箇所

の評価

(a) スペシャルアシスタントカウンター

「普通のカウンターより、丁寧に、こちらの障害

表 -6　ツアー参加者の障害特性

参加者※ 1) ⅱ ⅲ ⅳ

年齢性別 17 歳 / 男性 14 歳 / 男性 11 歳 / 女性

障害 ASD, 知的 ASD, 知的 ADHD

障害特性※ 2)  ⑨  ⑥  ②③④⑤⑦⑧
⑩⑪⑫⑬⑭⑮
⑯

敏感な感覚
はありますか

 ①②③  ②  ①②③④⑤⑥

① 音 ;② 光 ;③ 匂い ;④ 味覚 ;⑤ 加速
度 ;⑥ 天候や気圧

パニックにな
ることは？

② ある ② ある ② ある

どのようなパ
ニックですか

泣きます。 大きな声を出
して、モノ
を叩いたり
する。

泣いて喚く．
外ではまだな
い．

きっかけはど
んなことです

か？

 苦手な音を
聞いたとき。
注意された
時。

外ではほぼな
い。欲求が
満たされな
い時、時々
なる。

不安が募りす
ぎ恐怖でいら
れなくなった
時

どういう方法
が落ち着くた
めに効果的
ですか？

そのままにし
ます。

少し時間をお
いてほって
おく。その
後ガリバー※

3) を行う。

気持ちを聞い
て静まるのを
まったり抱き
しめたりしま
す。

※1）航空機利用のない 3名（ⅱ〜ⅳ）のみ記載
※2）障害特性：② 要求や拒否をうまく表現できないことが
ある ;③ 新しい場面は苦手；④ 駅や社内、飛行機内の
アナウンスが聞き取れない、理解できないことがある；
⑤ 注意集中が難しい；⑥ じっと座っているのは辛いこ
とが多い；⑦ 思いついたら、行動に移してしまうことが
る；⑧ 自分の興味関心事を一方的に話してしまうことが
ある；⑨ 予定が変更されるのは苦痛だ；⑩ 閉鎖された
場所（車内や機内）に長くいるのは不安だ；⑪ 気圧の変
化や加速度、揺れなどが苦痛に感じることがある；⑫ 食
べられるものが限られている；⑬ 食べ物などの匂いを不
快に感じることが多い；⑭ トイレが近くにないと不安だ；
⑮ 不安になりやい；⑯ イライラしやすい

※3）数を数えるなどして興奮を静める方法。

山形空港ビル 館内図

出発

到着

BF

BF

カーム・クール
ダウンスペース

カーム・クール
ダウンスペース

　出発動線　：　黒線

　到着動線　：　赤線

　出発動線　：　黒点線

　到着動線　：　赤点線

主動線（一般）

主動線とは異なる車椅子
使用者が利用できる経路
※一般と異なる場合のみ記入

BF

BF

①

②

E 手荷物受取所出口D 手荷物受取所 F到着出口

G チケットロビー

H ロビー→階段2Fへ

I エレベーター乗り場

D

E

F G
H

I

図 -23　山形空港から事前に準備された空港内地図

0 50 100(%)

不安 /負担感が少ない ← → 不安 /負担感が大きい

Q1. 空港で感じた「不安 /負担の度合い」を教えてください

①チェックインでの手続き
②保安検査場の通過

（人の多さ、人の視線、音環境、案内サイン） 
④搭乗口の通過

⑤降機後の移動
⑥手荷物の受取

③搭乗口までの移動

①チェックインでの手続き
②保安検査場の通過

（人の多さ、人の視線、音環境、案内サイン） 
④搭乗口の通過

⑤降機後の移動
⑥手荷物の受取

③搭乗口までの移動

重要度が高い不安/負担感が高い

図 -24　空港で感じた不安 /負担感の度合い
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などのことを気遣って対応してくれるから。ここを

利用するお客さんは、何かを抱えている方だと思う

ので、多少手間取ったりしてもお互い譲り合えると

思う」などの意見があった。ツアー参加者全てが第

一回体験会の練習、第二回体験会のスペシャルアシ

スタントカウンターの見学は必要であり、実際の利

用時に参考にし、こうしたカウンターの設置は利用

の安心に繋がることが分かる。

(b) 保安検査場（セキュリティゲート）

実際の保安検査場の通過は、初めて航空機を利用

する 3 名にとって、やはり不安や負担感が大きいと

いう回答となる。ただし、「電車やバスにはない、

飛行機ならではの検査であり、子どもも初めてのこ

と。自分も毎回緊張するので、事前にこういうとこ

ろを通る学習することは大切である」など、いずれ

の参加者も第一回、第二回の事前搭乗体験での練習

は大切であるとして、実際の保安検査場では体験を

参考にしてスムースな利用に繋がったとしている。

3 名とも 2 回の体験会の参加によって保安検査の体

験は必要であるという回答する（図 -24）。

その上で、「チェックインと同じく、時間の急ぐ人、

早い人、時間のかかる人で場所を分けるほうがいい

と思います。急ぐ人から苦情が来て焦って失敗がお

きます」などの意見のように、さらに周囲の理解や

スローレーンを望む声もあった。

山形空港での保安検査については、「空港がすい

ていたので、あっという間に検査が終わった。１つ

しかレーンがないため、混雑があり、事前や後に荷

物を整える場所がなかった」という意見がある。

(c) 空港 /搭乗エリア体験

　（省略）

(d) 実機搭乗 /機内

初めて航空機を利用したツアーに参加するという

3名の参加者は、大きな音や、新しい場面が苦手など、

障害特性から航空機の利用に不安がある中での出発

となる。

座席に着き、シートベルトを着けることなどは、

体験会で練習をしていたので問題はなかった。

一方で、羽田空港の場合、席に着いてから離陸ま

での滑走路での移動時間が長く、「今、自分がどこ

にいるのか、後どのくらいで離陸するのか予測がで

きず」不安になる当事者もいた。

また、当日の飛行中に突然の大きな揺れがあった。

懸念されていたことではあるが、揺れることは事前

搭乗体験会では伝えていなかったこともあり、2 名

の当事者は驚きと怖さから泣いてしまうという場面

も見られた。突然の揺れの不安度は高い（図 -25）。

揺れが激しい場合、キャビンアテンダントも座席

に着いていないといけないため個別対応などできな

い。そのため、2名とも揺れの怖さを克服するため、

自身が持ってきた上着を頭から被る、座席前にあっ

た雑誌を抱えてみるなど、同行した家族や当事者自

身で色々と試し、克服を試みていた。

帰路では搭乗する前に怖さを思い出して不安な様

子をみせる場面も見られたが、同行した家族が行き

の飛行機の窓から外の風景をスマホで録画したもの

を見せたり、じゃんけんをするなどして気を紛らわ

せたり、さらに事前に、キャビンアテンダントから

枕や毛布を準備され、揺れに備えて胸に抱いて不安

を克服するなどの方法が取られていた。

企画時に気を紛らわすためのグッズの準備を望む

声もあったが、参加者からは「当事者の不安や、不

安を和らげる対応は家族が一番分かっているので、

当事者側で準備すべき」という意見があるなど、グッ

ズの準備がなかったことは問題にはならなかった。

(e) カームダウン・クールダウンスペース

今回のツアー参加者は、カームダウン・クールダ

ウンスペースの使用を望むことはなかった。

山形空港では、本ツアーに先立って制限エリア内

搭乗ゲート前スーペースに、カームダウン・クール

ダウンスペースが設置された。

帰路時に搭乗ゲート前で待機する際、設置された

カームダウン・クールダウンスペースの確認がツ

アー参加者らによって行われた。設置されたカーム

ダウン・クールダウンスペースが搭乗待ちをしてい

る人たちの正面に位置していたことから、「落ち着

図 -26　搭乗ゲートエリアの前方に設置された
山形空港のカームダウン・クールダウンスペース

0 50 100(%)

重要度が高い不安/負担感が大きい
不安 /負担感が少ない ← → 不安 /負担感が大きい (n=4)

①滑走路での移動時間     
②シートベルトの装着
③突然の揺れ 

④機体の姿勢

⑤音環境
⑥照明を落とした環境
⑦気圧の変化

①滑走路での移動時間     
②シートベルトの装着
③突然の揺れ 

④機体の姿勢

⑤音環境
⑥照明を落とした環境
⑦気圧の変化

Q2. 機内で「不安 /負担の度合い」を教えてください

図 -25　機内での不安 /負担感の度合い
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くことを目的とした利用としては、他人の目が気に

なって使用できない」という意見があがった。設置

場所は下見で確認をしていたものの、今回のような

実際に利用するという当事者からの声は重要になる

ことが分かる（図 -26）。

(f) 宿泊施設

今回の参加者は、バリアフリールームなどは必要

はないが、音や匂いなど、感覚の過敏などの障害特

性などがあることから、宿泊施設にも配慮が必要に

なる。

宿泊先に関するアンケートでは、「駅やバス停か

ら近いこと」や「客室の清潔さ」、「隣に音が聞こえ

ないような部屋である」などが最も重要度が高い項

目となっている他、「浴室のお湯が定位置で止まる

機能で安心した」というように安全面も重要な項目

となることが分かる。

支援学校の遠足などでは全ての客室の備品撤去を

行うこともあり、企画時には全て撤去というアドバ

イザーからの意見もあったが、今回の参加者は事前

ヒアリングにより撤去不要であった。

(g) 現地

一日目の空港での顔合わせについて、全てが安心

感に繋がったと回答している。ツアーとして組んで

いたのは二日目の山形空港で滞在や果樹園でのリン

ゴ狩りまでとなり、以降は自由行動としたが、事前

に情報を提供することで、一定程度安定したツアー

とすることが可能であると言える。

また、夕食は個別で取るプランとした。参加者同

①全く持てなかった　　
②あまり持てなかった　　
③多少、持てた　　
④かなり持てた

100%

今回のツアーで、飛行機を利用
した旅行にかなり自信が持てた

図 -28　ツアー後の航空機を利用する旅行の自信について

①全く必要はない ②あまり必要ではない
③多少、必要である ④かなり必要である

必要である 100%必要である 100%

図 -29　航空機利用における不安や負担軽減のための
事前搭乗体験会の必要性

士で交流を深めるという点で、全員での食事の機会

もあったら良かったという意見があったものの、本

人のペースもあることから結果的には自由に食事が

できて良かったという意見もあった。食事に関して

は、企画時にはアドバイザーからファストフードが

近くにあることに重点が置かれていたが、今回の参

加者についてはファストフードなどを重要とする参

加者は低かった。また「ファストフードなどではな

い食べ物が食べられるようにする教育が最近の傾向

である。食事内容も家族の責任である」という意見

もあった。アンケートからは、宿泊施設近くで旅先

の郷土料理や名物などが重要度が高い項目となって

いた（図 -27）。

重要度が高い重要度が高い(n=4)

0 50 100(%)

重要度が低い ← → 重要度が高い

① 駅、バス停などが近い
② 近くにコンビニやファーストフードがある
③ ホテルにレストランが併設している 

④ 客室の清潔さ
⑤ 隣に音が聞こえないような部屋である

⑥ 客室内のトイレと浴室が分かれている

⑦ 客室内の窓の開閉の状態
⑧ 客室内の備品の事前の撤去． 

⑩ 客室の広さ、ベッドのタイプ
　　（ツインベッド、簡易ベッドが入る）
⑪ 温泉がある
⑫ 朝食レストランのパーテーションの有無

⑨ 客室内の備品などの室内の地図の有無

① 駅、バス停などが近い
② 近くにコンビニやファーストフードがある
③ ホテルにレストランが併設している 

④ 客室の清潔さ
⑤ 隣に音が聞こえないような部屋である

⑥ 客室内のトイレと浴室が分かれている

⑦ 客室内の窓の開閉の状態
⑧ 客室内の備品の事前の撤去． 

⑩ 客室の広さ、ベッドのタイプ
　　（ツインベッド、簡易ベッドが入る）
⑪ 温泉がある
⑫ 朝食レストランのパーテーションの有無

⑨ 客室内の備品などの室内の地図の有無

図 -27　宿泊施設を決める際に重視すること

図 -30　シートベルトの着脱の練習風景

図 -31　スペシャルアシスタントカウン
ター利用の練習風景

第 68 回土木計画学研究発表会・講演集

 14



〔4-2-2〕事前搭乗体験会を通したツアー後の全体の

評価

全ての参加者から航空機を利用する旅行について

ツアー参加を通して「かなり自信を持てた」という

回答を得た（図 -28）。

事後ヒアリングからは、「飛行機に乗れる自信が

ついた。「色々な方が関わっていることに気づかさ

れ、飛行機を使った旅行をこれからもしていきたい

と思った」、「事前準備をしっかりしていただいて不

安が少なくなった」という感想があった。事前搭乗

体験の参加で不安がなくなったと、ツアー参加者す

べてから回答を得た（図 -29）。

また、今回、企業側から様々な資料や情報などが、

負担軽減のために事前に準備されたが、それらが実

際に航空機を利用したツアーにおいて役に立ったか

という質問に対して、「シートベルトの練習」、 「映像

での説明」、「（準備された） 資料すべてが安心に繋がっ

た」 という回答があった。 「特に、 実施前のツアー企画

担当者からの個別の電話による障害特性からの不安に

関わる問い合わせは安心に繋がった」 というように、 合

理的配慮を行うための個別の対応というのは重要になる

ことが分かる（図 -30,31）。

表 -8 第二回事前搭乗体験会 事業者の振り返り意見

事業者　意見（9月 27 日振り返りより抜粋）

・1回目の搭乗体験会があったので今回すごくスムーズ
だったという印象．

・訓練施設の経験が活きたと感じた
・実際に飛行機に乗っていただくことで、飛行機という
ものを伝えることができてとてもよかった

・訓練施設の機体と実際の機体の大きさが違っていたが
その点はあまり問題にはならなかったと感じた．

・参加者が飛行機に「怖くない」「好きになった」とい
うようなポジティブな感情で搭乗していたと感じた．

・受付から、楽しそうに歩いてくる姿が印象的だった．
・概ねの練習をすることで、当該者の方がお乗りいただ
くための安心感というのはできたといったところは立
証できたという感想を持っている．

客室乗務員やツアー企画者にとっても「飛行機の利用や
旅行に関する発達障害者への障害理解に最も繋がる」
といった意見があった。ここからも当事者を交えた体
験は職員訓練にも繋がることが分かる。

（⑤事業者アンケート）(n=30)

接遇方法が増えた→

接遇方法が増えた→ 接遇方法が増えた→

心理的壁が低くなった→

参加事業者の発達障害当事者・家族に対する接遇面、心理面における変化

発達障害当事者に対する変化

接遇面

1

2

3

4

5

心
理
面 1 2 3 4 5

家族に対する変化

接遇面

1

2

3

4

5

心
理
面 1 2 3 4 5

接遇面の変化

発達障害当事者

1

2

3

4

5

家
族

家
族1 2 3 4 5

心理面の変化

1

2

3

4

5

1 2 3 4 5

発達障害当事者

←
接
遇
方
法
が
増
え
た

↑
心
理
的
壁
が
低
く
な
っ
た

←
心
理
的
壁
が
低
く
な
っ
た

↑
心
理
的
壁
が
低
く
な
っ
た

図 -32 事業者の接遇面、心理面に関わる変化

表 -7 第一回事前搭乗体験会 事業者の振り返り意見

・当事者の方の様子や雰囲気を知ることができた．
・様々な障害の状況を実体験できたこと．障害特性の理
解を深めることができた．

・保護者の方の不安を直接聞くことができた．
・自分の勝手な思い込みをしないで接することを学べた．
・多様性と特徴を少しでも体感する事ができた事は非常
に有意義であった．

・ミーティングで話していたこと（障害の理解と対応）
について理解できた．

・これまでの対応において、足りなかったことなどを知
り、今後のフライトに必要な事項を得られた．
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表 -9　結果についての詳細な考察

■ 事前情報

・事前情報は不安を解消する配慮の一つになる．特に、ツ
アー行程に沿った丁寧な情報と合わせ、当事者も読める
ルビを振った資料などにより、障害当事者がツアーに行
くという気持ちの準備と共に安心にも繋がる．

・空港のトイレは案内サインも分かりやすく、また分かり
やすい場所にあることから、特別に事前情報として提示
する必要はないが、和式トイレのみの場合や特別な設備
が備わったバリアフリートイレを必要とする参加者など
がいるような場合は、事前に情報が必要になる場合もあ
るので提示できるようにしておく．

・カームダウン・クールダウンスペースは、「知らなかっ
たが、あると安心した利用に繋がるかもしれない」とい
うように、設置されているのであれば事前情報での認知
が必要になる．

・航空機内の地図などは、安心した利用に繋がると言う意
見が多かった．今後は参加者が容易に見られるようにす
ることの検討が必要になる．

■ 事前搭乗体験

・特に「保安検査」や「搭乗ゲート」、「機内」などの訓練
施設と実際の場所での事前の搭乗体験会は、航空機利用
の安心に繋がる重要な過程となる．

・座学教室については、「会場の環境」、「時間」、「情報の
出し方」などの点で考慮する必要はあるが、航空機の理
解という点で重要となる．

・実際に職業についている人からの話しは興味深く参加で
きる．また、一方的に話しをするのではなく、クイズを
入れるなど双方向の形式にすると、理解が難しい当事者
も飽きることなく参加できる可能性が高くなる．

・障害特性によっては集団での授業はストレスになる場合
がある．また、知的レベルによっては、スライドや動画
を短くするなどの配慮も必要となる．

・こうした体験会は、空港や航空機の安心した利用に繋が
るだけではなく、同じような障害の人たちと一緒に過ご
すことでツアー参加への安心にも繋がる．

・体験会のみを目的とした参加者もおり、「有料でも体験
会に参加したい」という声もあるように、企業側の負担
にならない程度の参加費設定を行い、ツアーと合わせ、
定期的に開催することが望まれる．

■ ツアー全体
・旅行費用はツアー選択の重要な要素となるが、今回のよ
うな発達障害を対象としたツアーは、安心と安全、得ら
れる経験、楽しさが重要となり、それに「見合う費用」
であれば、参加者したいという回答を参加者全てから得
た．

・発達障害当事者の多くは、シートベルトを締めて乗るよ
うなバスは日常的に利用している交通手段であること、
家族の個人旅行ではなくツアーであることなどから、旅
行先での主な移動手段を大型バスとしてよいと考えられ
る．

・発達障害者の障害特性から、宿泊施設は音が外に伝わら
ない、外からの音が気にならないような部屋が望ましい
が、旅行先によっては、選択肢の一つとして、旅館など
も宿泊先の対象となる．

・客室内の備品については、備品を撤去する必要があるよ
うな事例を知った上で、ヒアリングなどで確認してから
対応する．

・自由行動の時間も、参加者が安全に楽しめるような旅の
プランの提案やアドバイスなどを行い、安心できるツ
アーにすることが大切になる．

・ツアーの日程は、親の仕事や学校などと調整しやすい週
末や休日、夏休み、冬休みのような休みの日と組み合わ
せた日程設定を作ることで、より多くの発達障害者者と
その家族の参加がしやすくなる．

※下見のポイントなどについては省略

■ 今後に向けて

・事前搭乗体験会は、企業側の負担にならない程度の参加
費設定を行い、ツアーを組み、合わせ定期的に開催する
ことが望まれる．

・旅行費用については、発達障害という障害特性がある子
供が安心して参加できるのであれば、費用よりもより充
実した体験の方を重要視される場合もある．

・障害特性を知った上で、ヒアリングなどで事前に当事者
の不安や必要な対応などを確認することが重要になる．

・家族同伴ということを踏まえ、これまで対象とされてこ
なかった領域と考えると、いかに障害特性を捉えた魅力
あるツアーを組むかということは、今後継続していく上
で重要になる．

■ 環境について

・音環境、外部の風景など環境の整備は重要になる．例えば、同じフロアで複数のグループが活動せざるを得ないよう
な場合は、講師の立ち位置をパーテーションとは反対側の壁にするなど、音が混ざらないような構成や、文字通訳や
スライド資料の一部配布などの情報保証を行う．体験会などでは他のことに気を取られないような工夫も必要となる．

・障害特性に合わせた環境作りという点でも重要になる．例えば、「ゆっくりと話す」ことで、相手にしっかりと伝える、
体験会などでは一緒に参加するという雰囲気作り、安心させる雰囲気を作ることで落ち着ける環境をつくる．時間を
しっかりととることなどがあげられる．

4．事業者に与える本検証の効果

第一回、第二回ともに事前搭乗体験会後の事業者

へのアンケートの回答者全てから「事前搭乗体験会

は、障害特性を理解して具体的な対応の方法を知る

一つのきっかけとなった」という回答を得た。実際

に発達障害がある当事者や親などと接することで、

障害の理解が深まったという意見があり（表 -7,8）、

特に第二回目は、第一回の体験が活きた体験会と

なったとして成功であったという意見が占めた。

発達障害当事者や家族に対する接遇面、心理面に

関する変化について、回答者全体の約 9 割が当事者

や家族に対して接遇面や心理面で変化したしたとし

ている。1 割が「接遇方法に変化はなかった」と回

n=30

30%
70%

会社の指示で参加

・主旨に賛同した
・障害がある方の旅行に興味があった
・障害特性を理解して具体的な対応の方法
を知りたいと思った
・家族・親戚などの近しい人に発達障害が
ある方がおり興味があった

・主旨に賛同した
・障害がある方の旅行に興味があった
・障害特性を理解して具体的な対応の方法
を知りたいと思った
・家族・親戚などの近しい人に発達障害が
ある方がおり興味があった

図 -33 事業者の参加動機

答しているが、その理由は、「サービス介助士資格

を有しており、変える必要がなかった」、「（近しい

人に発達障害がある方がいることもあり）発達障が
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いを理解していて、日頃から対応している」などと

なっており、充分な接遇方法を備えた上での参加で

あることが分かる。一方、［心理的な変化］につい

ては、いずれも「自分の気持ちに対する余裕が生ま

れた。予測できない行動をされたとしても許容でき

るのでは、と思える」、「発達障害は自分の不得手の

延長と考えられたから」として、「心理的な壁が低

くなった」としている。特に、今回のような企画では、

発達障害者や家族に対して、接遇面以上に、心理面

での影響が大きいことが分かる（図 -32）。

また、本企画への参加動機が［会社の指示で参加

した］という回答が 3 割あった（図 -33）が、いず

れも「参加は障害特性を理解して具体的な対応の方

法を知る一つのきっかけとなった」と回答、その内、

約 5 割が障害当事者や家族への接遇面で変化が、約

7割が心理面での変化があったと回答している。

事業者アンケートでは全ての回答者から、今回、

搭乗体験会や本ツアー、企画会議などに参加したこ

とについて、「障害特性を理解して具体的な対応の

方法を知る一つのきっかけとなった」という回答を

得た。こうした事業者と当事者が協働で進める企画

は、障害の理解に繋がることが分かる。

5. 考察

（1）結果についての個別内容の考察

これらの結果から、個々の取り組み内容の考察に

ついては表 -9 に示す。

（2）必要な合理的配慮の為の考察

ここでは、①ツアー計画策定時から関連事業者と

共に障害当事者（今回は当事者の家族ら）が参加し、

ツアーを行う際の当事者が抱える困難さの把握と事

業者が取るべき合理的配慮の内容、当事者側が取る

べき対応策の整理と、②事前搭乗体験会から実際の

ツアーの実施まで、必要なポイントでアンケートや

ヒアリング、さらには参与監察などから今後の航空

機を利用した旅行へ汎用するために、3 章、4 章の

結果を分析して必要な取組を示す。

（1） 事業者と参加障害当事者との関係

事業者と参加障害当事者の関係を捉えることは重

要になる。本検証結果から事業者と参加障害当事者

の関係は図 -34 のようにまとめられる。

特に、事業者による情報提供や特別な対応は障害

特性から生じる困難を解消するもの、と位置づける

ことは、今後、継続的に取り組んでいく上で重要に

なる。これは事業者は障害者への配慮は行うが特別

扱いはしないということを意味し、今回の実践的検

証を通して、合理的配慮の再認識を得たという意味

で大きな成果となる。

具体的には、事業者が合理的配慮として行うべき

こととして、パニックや不安になるという障害特性

に対して情緒的安定が保てるための配慮を行うこと

であり、一般の人が旅行する際に得られるような情

報の提供や必要以上の特別な対応までは行わないと

いうことである。

例えば、大型ベッド付きのトイレやオストメイト

設置のトイレなど、障害のために必要な設備でパン

フレットなどに掲載されていない、もしくはパンフ

レットなどから探すことが困難な場合や、和式トイ

レのみというような場合は予め事前情報として提示

できるようにすることは望ましい。それに対して、

一般的なトイレや喫煙所の場所など、施設パンフ

レット等で確認できるものなどは、パンフレットを

提示することとして、それらを一つ一つ取り上げて

事前情報として提示することは合理的配慮という点

からは不要となる。

また、機内で不安になりそうな状況とその不安を

回避するための対策案（イヤーマフやグッズの準備

など）は、事業者側で全てを新たに揃えるのではな

く、事前に情報として提示することで、当事者の障

害特性に見合った物を当事者側で準備できるように

するということを合理的配慮とする。それぞれ対策

の準備は各当事者側の責任とする。

(2) 継続的実現に向けた方策

この関係を踏まえた上で、本検証結果から、発達

障害者などの外からは見えにくい障害者を包摂した

社会的障壁の除去について、障害特性を踏まえた配

慮を継続的に提供できるようにする方策について、

全体を通した重要な事項として以下のようにまとめ

られる。

■事業者が考えること

障害特性から生じる困難を取り除く為の方法を
知ること

■本人・支援者が考えること

当事者自身で困難に対処する方法を知ること

図 -34 事業者と参加障害当事者との関係
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a) 見通しをつけるために事前情報を提示する

発達障害の障害特性の一つに、次に起こることを

想像することが難しく、自分なりに見通しを持つこ

とが出来ない、目に見えない物（イメージ）の共有

は苦手なことが多いなどがある。一方で、そこに具

体的な実物、写真、絵、文字などの情報が見える形

であると、イメージを他者と共有しやすくなるとい

うことが本検証結果からも示された。

こうした障害特性を踏まえ、「これから何が行わ

れるのか」、「自分は何を行うのか」、また「どのよ

うな場所なのか」、「どのような施設なのか」、「どの

ようなスケジュールか」、「どこに行くのか」といっ

たことなどを予め事前情報として提供する。

b) こだわりや困難さを克服するために選択肢を増

やす

他者と相互的な交流を行うことが困難なことがあ

るとされる社会的交互作用に関わる障害特性やこだ

わり、感覚の偏りといった障害特性があることを踏
まえ、様々な障害に対応できるよう選択肢を増やす。

c) 体験会を通して個々の障害特性の丁寧な把握を

行う

参加者当事者は、初めてのことを知るための体験

会であり失敗しても問題ないこと、失敗から学ぶと

いうことを知ることが重要になる。一方、事業者も

個々の参加者の障害特性を丁寧に把握することが重

要になる。体験会の申込み時のそれぞれの障害に関

わる確認と併せ、ツアー実施前の旅行会社の職員に

よる個別の電話でのヒアリングなどで、それぞれ参

加者にどのような特性があり、「難しい点」と「で

きること」、「不安と感じること」などを事前に把握

することは重要となる。

6. まとめ

(1) 発達障害者の成功体験の獲得

今回の発達障害者の航空機を利用した検証ツアー

では、訓練施設や実際の航空機での事前搭乗体験に

おいて、丁寧な説明や不安解消の対策を適用するこ

とによって、発達障害があっても自信を持って主体

的に旅行に参加できるという成功体験の獲得が可能

であることが確認できた。

(2) 事業者の行動変容や意識変容

事業者への効果に関しては、発達障害者へのサ

ポート方法に関する知見の蓄積のみならず、障害に

関する新たな気づきや積極的な解消への関与の促進

など、行動変容や意識変容などが確認できた。
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補注

註 1) イギリスの民間航空局は、主要空港に対して、認知

症や自閉症、学習障害、不安症、精神障害、視覚障

害、聴覚障害などを含む外からは見えにくい障害者

（invisible disabilities）への具体的な対応を求め、

イギリスの民間団体によって当事者団体と共に作成

された"Hidden Disabilities Sunflower"ストラップ

は現在までに世界 20 カ国 98 空港で採用されている

註 2) 感覚にはたらきかけてリラックスさせ不安を解消さ

せる［センサリールーム］の設置という取組など行

われているが、日本の空港では、まだ本格的な取組

の実施には至っていない

註 2) アドバイザーとして、橋口亜希子氏や精神科の医師

である三浦勇太氏などが加わった
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（3）ニューロダイバーシティのためのユニバーサル

ツーリズム

これまで行われてきたユニバーサルツーリズム

は、車椅子使用者や視覚障害者など比較的外から見

て分かりやすい障害を対象として、環境の整備に

よって旅行しやすさを高めること、外出の機会を増

やすことに貢献してきた。一方、発達障害など外か

ら見て分かりにくい障害があると航空機を利用する

旅行を諦めてしまう場合があるということは見逃さ

れてきた。

本検証結果から、こうした発達障害者をはじめと

するこれまで焦点が当てられず旅行を諦めていた人

たちであっても、適切な合理的配慮があれば安心し

た旅行が楽しめることが示された。

政府が掲げるユニバーサルツーリズムを、真の「す

べての人が楽しめるよう創られた旅行」とするため

には、ニューロダイバーシティを積極的に意識し、

合理的配慮について理解を深めることで、より多様

な障害者のニーズを取り入れることが必要になるの

ではないだろうか。
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